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書 評

Mathematica による電磁界 シミュ レ ー シ ョ ン入門

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（依田　潔著 朝倉書店）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 聶勉 ｝承

　　　　　　　　　　　　　　斎藤　兆古 （法政大学）

　本書は 5章か らな り，第 1章は Mathematica

につ い て で ある。筆者 も Mathematica 以外に

Matlab を使用して い るが，　 MatLab は本質的に

数憊計算を前提として い る．こ の ため数式処理 を

行うためには Maple 等の 別パ ッ ケ
ー

ジを使わねば

な らない ．他方 ， 本書が前提とする Mathematica

は数式処理 と数値計算の 混在が で きる，こ の 辺が

大 きな Mathematica の特徴 で ある．しか し，
こ

の特徴が故 Mathematica で 数値
．
計算を行 うつ も

りで コ ードを組ん で い る と未定義の 変数が数 式処

理的な部分 と解釈 され ， 結果 として kernelの メ

モ リーがパ ン クし原因を見つ ける まで大変 な労力

と経験 を要する．すなわ ち，数式処理，数値謝算

の混在，そ して イン タ
ープ リタ としての動作が従

来の言語と本質的に異なるために生ずる混乱で あ

る． さらに，Mathelllaticaは コ
ー

ドの 組み方に

よ っ て計算速度や使用 メモ リ
ーサ イズが劇的に異

なる．第 1章は，この ような Mathematica の特

徴をご く自然に うまく使い こなす手法が，筆者の

豊富な経験をもとに して極めて わか りやす く述べ

て ある．こ の 第 1章を読むだけでプ ロ グラ ミ ン グ

言語としての Mathematica の エ ッ セ ン ス が学べ

る．ここ力弛 の Mathelllaticaに関する文献に無

い 大きな特徴である．

　第 2章は，Mathemat，icaを使 っ た有限要素法

である．有限要素法は変分原理に基づ く編微分方

程式解法の常套的手段で ある．従来の有限要素法

に関する文献の 多くは変分されて い ない ．本書で

は，Mathemat ，icaの 数式処理機能と数値計算機

能を巧みに融合させ るこ とに よ り，変分原理か ら

具体的に
一
貰 した形で解析 コ

ー
ドや結果まで記述

されて い ない ．本書では ，Mathematica の数式

処理機能と数値言1算機能を巧みに融合させ る こ と

に より， 変分原理か ら一
貫した形で数値解の導出

まで をuユ
’
能として い る．まさに Mathernaticaで

なければ出来 ない 記述法で ある．取 り上げる例題

は シ ンプル なもの で あるが，メ ッ シ ュ の分割か

ら結果の表示まで各種の手法を述べ て い る．有限

要素法そ の もの を学ぶ上で も良い テ キ ス トになっ

て い る．

　第 3章は積分方程式法に よる電磁界解析 で あ

る．こ の章で 取り上げる例題は静電界問題か らダ

イポ
ー

ル ア ン テナ まで ある．積分方程式法の 基本

的な着想を極め て コ ンパ ク トで簡明 に述 べ つ つ ，

具体的な Mathematica コ
ー

ド
・を記述 して ある．

従来の テ キス トに無 い Mathelnaticaで なけれ

ば出来ない 記述法であ る．但し，Mathematica
コ ードの組み方は章が進むにつ れて高度なもの と

なるか ら， 読者は少な くとも第 1章を熟知 して い

なければな らない ．

　第 4章は，数式処理 による最適化問題につ い て

述べ て ある．有限要素法は離散化した節点ポテ ン

シ ャ ル を前提 とした偏微分方程式の解法で ある，

こ の意味で数式処理 とは無関係 と思われが ちで あ

る． しか し
，
Mathematica の最大の特徴で ある

数式処理と数値計算の混在を巧み に利用するこ と

で
， 有限要素法によ る最適化問題 が極 めて効率

よく Mathematica で進められるこ とを述べ て い

る．但 し， 現実 に遭遇する最適化問題で は巨大な

メ モ リ
ーを必要とする問題点がある．この問題を

解決する手法として近似代数を用い る提案を行 っ

て い る．

　第 5章は，Mathematica に関する雑多な情報

が述 べ て あ る．Mathematica の コ
ードを入手す

る方法からT シ ャ ツ の 入手法まで正 に玉石混合で

あるが
， 有意義な情報か ら趣味的なもの へ 順序よ

く述べ られて い る，

　全体を総括すれば，副算機を前提 とする新 しい

ス タイル の専門書時代の幕開けとなる有意義な書

物である．
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